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研究成果の概要（和文）：一般住民を母集団する疫学調査において、運動器疾患と認知症、要介護、死亡発生と
の関連を解析した。腰部脊柱管狭症は、認知症、メタボリックシンドローム、および睡眠障害の発症の危険因子
であった。脊柱矢状面バランス不良と脊柱後弯が要介護状態または死亡率の危険因子であった。変形性膝関節症
は画像上の重症度ではなく、膝関節痛の強さが生活機能と関連していた。さらに、複数箇所の運動器疼痛は、新
規の認知症発生と転倒による入院イベントの独立した危険因子であることが明らかとなった。これらの危険因子
の予防と治療により、高齢者の生活機能の維持・改善、要介護や死亡の予防・改善することができる可能性が示
唆された。

研究成果の概要（英文）：The relationship between musculoskeletal disorders and occurrence of 
dementia, , nursing care needs and mortality were analyzed in the community-based epidemiological 
study. Lumbar spinal stenosis was an independent risk factor for the development of dementia, 
metabolic syndrome, and sleep disorder, respectively. The sagittal imbalance and kyphotic posture 
were risk factors for nursing acre requiring and mortality. The severity of radiographic knee 
osteoarthritis was not associated with daily function and knee pain intensity was associated with 
daily function. Multilocation of musculoskeletal pain were found o be independent risk factor for 
new onset of dementia and hospitalization events due to falls. Prevention and treatment of these 
risk factors may help to maintain or improve the function of life and prevent of improve the need 
for nursing care and mortality in the elderly.

研究分野： 脊椎脊髄疾患

キーワード： ロコモティブシンドローム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、一般住民を対象として運動器疾患が生活習慣病、心・脳血管疾患、認知症、要介護、死亡発生の独
立したリスク要因であることを明らかとした。日本は超高齢社会であるので、高齢期に多い疾患（症状）である
運動器疾患に対するエビデンスを提示することは意義がある。また、運動器疾患が生活習慣病、心・脳血管疾
患、認知症、要介護、死亡発生の総括的な視点から、運動器疾患に対するスクリーニングと治療を提供する機会
を今まで以上に積極的に展開する足がかりとなり、国民の健康寿命延伸に大きく寄与できることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
本邦は、65 歳以上の⾼齢者⼈⼝が総⼈⼝に占める割合（⾼齢化率）は世界で最も⾼い 26.7%

（平成 28 年度版⾼齢社会⽩書）で、超⾼齢社会となっている。それに伴い医療・介護費⽤
は増加の⼀途をたどり、疾病予防や介護予防による社会保障費の抑制は重要な課題である。
⽣活習慣病、⼼・脳⾎管疾患、認知症やそれに伴う要介護発⽣、死亡の発⽣に関する追跡研
究、さらに運動器疾患に対する⻑期服薬が疾患に及ぼす影響についての追跡研究はいまだ
存在しない。 
２．研究の⽬的 
本研究の⽬的は、⼀般住⺠を⺟集団する疫学調査において、１）運動器疾患と、⽣活習慣

病、⼼理社会的因⼦と認知症との関係を明らかにすること、２）運動器疾患における要介護
と死亡発⽣の関係と予測因⼦を解明すること、３）運動器疾患に対する⻑期服薬が要介護と
死亡発⽣に与える影響を解析すること、４）運動器疾患とその機能・⽣活習慣などの測定項
⽬を⽤いて、要介護状態発⽣のハイリスク者を特定するためのリスクチャートを作成する
ことである。 
３．研究の⽅法 
ベースライン調査として、腰部運動器疾患(H20 年)、下肢運動器疾患（H21 年）、頚部・上
肢の運動器疾患(H22 年)の調査を⾏った LOHAS のコホート集団を対象とした。 

ベースライン時の各種アンケート
調査と画像検査（レントゲン、MRI）、
アウトカムを医療・介護レセプト、
特定健診データを⽤いて、認知症、
要介護の状況について解析を⾏っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
１）認知症との関連 
腰部脊柱管狭窄症（LSS）の有無をスクリーニングされた 1220名を対象として、認知症と

の関連を解析した。LSS群では、認知症は LSS なし群で 4.4%、LSS群で 10.8%と有意に認
知症が多かった。LSS はオッズ⽐ 1.87 で認知症の発症における独⽴した危険因⼦であるこ
とが明らかになった。 

 
Kobayashi H, et al, Eur Spine J 32(2):448-494, 2023. 

 



選定基準に合致した対象者 2060名のうち、運動器疾患に伴い腰痛または膝部痛のいずれ
かの部位の痛みを有する対象者 1902名と、腰痛と膝部痛の両者の複数疼痛を有する対象者
158名の２群に分け、6 年間のフォローアップ期間で認知症の発⽣と転倒による⼊院イベン
トを⽐較した。いずれか⼀⽅の部位の痛みを有する対象者では、新規の認知症発症は 9.0% 、
転倒による⼊院イベントは 0.9％に発⽣した。⼀⽅、腰痛と膝部痛の両者の複数部位の疼痛
を有する対象者では、新規の認知症発症は 16.5％、転倒による⼊院イベントは 3.1％に発⽣
した。複数箇所の運動器疼痛と認知症発症のオッズ⽐ 1.62、転倒による⼊院医ベンドはオ
ッズ⽐が 3.59 で有意な関連が認められた。複数箇所の運動器疼痛は、新規の認知症発⽣と
転倒による⼊院イベントのそれぞれに対する独⽴した危険因⼦であることが明らかとなっ
た。疾患が関与することが明らかとなり、予測と予防の視点からのさらなる検討が必要であ
る。 
２）要介護の予測と死亡 
腰椎 X 線撮影を⾏った 607名を対象として、健康関連 QOL (SF-12)、⽣活習慣病、喫煙
歴、飲酒歴、X線画像から脊柱⽮状⾯バランス不良との関連を解析した。5 年間で新規に要
介護となったのは 49 名であった。要介護と有意に関連が認められたのは、脊柱⽮状⾯バラ
ンス不良の重症度であった。脊柱⽮状⾯バランス不良は⾼齢者の要介護のリスク因⼦であ
ることが明らかとなった。脊柱⽮状⾯バランス不良の予防と治療は、将来の要介護状態を予
防できる可能性が⽰唆された。 
また、対象者 1559 名の縦断的解析を⾏い、37%が 3.87 年の期間でメタボリックシンドロ

ームを発症し、腰部脊柱管狭窄症がメタボリックシンドロームの発症に関連することを明
らかにした。また、選定基準に合致した対象者 1621名を対象として、脊柱後弯が要介護状
態と死亡率と関連することが判明した。 

 
Hijikata Y, et al, BMJ Open. Mar 31; 12 (3): e052421, 2022. 

 
３）睡眠障害 
65 歳以上で腰部脊柱管狭窄症（LSS）の有無をスクリーニングされた 498名を対象として、

2 年間で新規の睡眠障害の発⽣を解析した。観察期間中に睡眠障害を発症したのは、38 名
(7.8%)であった。傾向マッチングで調整し、LSS群では、LSS なし群と⽐較して、有意に睡
眠障害の発⽣が多く、LSS は睡眠障害の発症における独⽴した危険因⼦であることが明ら



かになった。 

 

Kobayashi H, et al, Int J Gen Med. 16: 5417-5424, 2023. 
 

４）その他 
両膝X線撮影を⾏った 1,100名を対象として、⾝体機能評価（Time-up and go test：TUG）

を解析した。変形性膝関節症(KOA)の画像上の重症度と TUGは関連しなかった。⼀⽅、膝
関節痛が強いほど⾝体機能の低下と関連した。画像上で KOA が進⾏していても、膝関節痛
に対する適切な治療を⾏うことで、移動能⼒、⽇常⽣活、⽣活の質（QOL）を維持・改善
することができる可能性が⽰唆された。 
独⽴した因⼦が解明されたが、それぞれの関与についてのさらなる解析が必要である。 
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変形性膝関節症における健康関連QOL低下は、画像所見上の重症度と必ずしも関連しない-運動器検診のデータを用いた横断研究：LOHAS
study.

多部位慢性疼痛と転倒による入院イベントの関連.
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